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11．当社が「地域課題解決に取り組む人財の創出支援」に取り組む意義

＜地域課題解決に取り組む「人財」のステップイメージ＞

「地域活性構想ラボ」
（新規︓今回）

「地域共想プログラム」
（本年6月公表）

伴走支援 ⾦銭支援

 当社グループは創⽴以来、「東北の繁栄なくして当社の発展なし」の基本的な考えのもと、「地域社会との共栄」を経営理念に掲げ、
地域とともに歩んでまいりました。

 「地域づくりは人づくり」という⾔葉のとおり、地域課題が解決され、豊かな地域となっていくためには、地域の中に現状を変革できる
「人財」が必要であり、その人財が地域活性化の「種火」になると考えます。

 そうした「人財」が生まれる最初の段階で必要と考えられるのが、地域活性化に繋がるような事業の全体像を描き、ゼロから生み出す
構想⼒や実⾏⼒です。また、生み出した事業を拡大していく段階では、戦略・戦術の磨きこみが必要と考えられ、伴走支援や⾦銭支援
などが求められます。

 当社は、地域全体が活性化していくことを目指して、各段階で必要となる支援策を実施してまいります。
⇒ 新プロジェクト「地域活性構想ラボ」は、初期段階の支援策として、地域活性化の「種火」を起こすことを目的としています。

豊かな地域
地域の中の「人財」が現状を変革、

地域全体が活性化

構想⼒ 実⾏⼒

初期段階で
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事業拡大段階で
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戦略・戦術を磨きこむ



22．「地域活性構想ラボ」の概要

目的 地域課題解決・活性化に繋がる事業の構想計画（地元企業・団体等による新規事業や既存事業の再構築など）を参加者各々が
策定し、各自がそれらを実現することにより、地域活性化を促進する。

期間・
回数 2026年5月〜2027年2月（10カ月程度）、1回4時間、年間24回開催 会場 ⻘森市内+オンライン

対象 ⻘森県内で事業活動を営む企業の経営者・社員や自治体・団体職員、社会起業家等 人数 10名程度

募集 特設ホームページから応募、オープンキャンパス・募集説明会を開催

参加費 実施初期（2年程度）は当社負担とする予定。（3年目以降は順次、自費参加※へ切り替えます。）

＜施策概要 （以下は、2026年度のプログラム例）＞

＜プロジェクト体制（2026年度）＞
地域活性構想ラボ

事業コンセプト

顧客分析

ファイナンス等

マーケティング
戦略

事業戦略
フレームワーク

マネタイズモデル

アイデア発想法

クリエイティブ
思考法

地域活性化

事業構想計画 人財育成
参加者間の相互交流 等

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

成
果

主催

後援︓⻘森県、⻘森県商⼯会議所連合会、
⻘森県商⼯会連合会

※ 国の助成⾦活⽤要件を満たせば、8割程度の助成あり（2025年時点）

共催

 「地域活性構想ラボ」とは、当社と事業構想大学院大学が連携のうえ、地域課題解決に関心のある地元の社会人等を対象に、
同大学院の有する地域活性化に繋がる事業構想に関するカリキュラムを約1年間学んでいただくプロジェクトです。

 本プロジェクトを通じて策定される構想計画は、参加者各々が属する組織や問題意識等に応じた内容となることを想定しており（地元
企業・団体等による新規事業や既存事業の再構築など）、ここで策定された構想計画を各自が実現することにより、地域活性化に
繋がることをねらいとしています。

 まずは、2026年5⽉から⻘森県にて先⾏実施し、その実施状況等を踏まえた上で、他県への展開を検討していきます。



33．「地域活性構想ラボ」の募集要項
 2025年11月26日（⽔）〜2026年3月31日（火）にかけて、応募を受付します。
 応募対象・必要書類などは以下のとおりであり、選考の結果は、2026年4月15日（⽔）までにご連絡します。
 なお、以下の情報を含む、応募の詳細などにつきましては、特設ホームページをご確認ください。
＜募集要項＞
■対象︓

 ⻘森県内にお勤め・お住まいの方
 本プロジェクトで得た学びを実践し、「地域をより良くしたい」という強い想いをお持ちの方
 プロジェクト期間中、9割以上、出席可能な方（カリキュラムの概要はP.5【参考】をご覧ください。）

■期限︓
 2026年3月31日（火）

選考の結果は、2026年4月15日（⽔）までにご連絡いたします。

■必要書類︓
 申込書、個人調書（写真データを含む）、志望書（形式自由、Ａ4で1枚程度）

「地域活性構想ラボ」にて取り組みたいテーマや内容、志望動機などを記載

■応募⽅法︓
 特設ホームページ内の応募フォームよりお申込みをお願いします。

■費⽤︓
 無料。ただし、会場までの交通費、宿泊費等は自己負担となります。

https://mpd-design-lab.jp/aomori

地元企業の経営者・会社員、
個人事業主

地⽅創生・地域活性化に関⼼のある⽅／自社事業を通じて地域活性化したい⽅／自社で新規事業を⽴ち上げたい⽅／
企業の承継予定者／事業・社会活動の幅を広げたい⽅／これから社会起業に取り組もうと考えている⽅

自治体・経済団体・
NPO法人職員

新規事業支援担当者／まちづくり担当者／⾏政改⾰担当者／現状を改善してより良い地域社会としたい⽅／
これから社会起業に取り組もうと考えている⽅

社会起業家 事業・社会活動の幅を広げたい⽅

【対象者イメージ】

■特設ホームページリンク先︓

■「地域活性構想ラボ」の応募フォーム（二次元コード）︓
※研究会登録番号は「4001」とご⼊⼒ください。



44．体験イベント 「オープンキャンパス」 の概要
 「地域活性構想ラボ」の体験イベントとして、2026年3月に⻘森県内（⻘森市内・⼋⼾市内）でオープンキャンパスを開催いたします。
 内容としては、「事業構想にかかるミニ講義の体験」や「同大学院の教員・修了生の座談会」などを通じて構想ラボへの関⼼を高めて

もらうものであり、形式としては、対面とオンライン併⽤での開催を予定しております。
 参加を希望される⽅は、特設ホームページ内の応募フォームよりお申込みをお願いします。

＜概要＞

• 地域における「事業構想」に挑戦するきっかけとなるように、事業構想大学院大学の
中でも各分野の専門性に秀でた教員が体験講義を実施。

＜プログラム予定＞（3時間程度）

• 概要説明

• ミニ講義【60分程度】

• 教員・修了⽣座談会【40分程度】

• ラボの紹介と募集

• 交流会【50分程度】

• 同大学院の修了生を招き、事業構想挑戦の経緯やどのような学びがあったのか、
「本音」を教員のファシリテーションのもとで引き出す座談会を実施。

• 本イベントの参加者と、教員、修了⽣らがオープンな雰囲気のなか交流。ラボに関す
る疑問・質問や地域活性化に係る悩みの共有など、ざっくばらんな交流会とすることで、
人的ネットワークの構築もサポートする。

概要 事業構想にかかるミニ講義の体験や同大学院の教員・修了生の座談会の聴講など

対象 ⻘森県内で事業活動を営む企業の経営者・社員や自治体・団体職員、社会起業家 等（構想ラボの募集対象者と同じ）

日時 ⻘森市︓2026年3月6日（⾦）13時〜、7日（土）9時半〜 ⼋⼾市︓2026年3月13日（⾦）13時〜

場所 ⻘森市︓ワ・ラッセ 交流学習室（1） ⼋⼾市︓はっち シアター1

人数 対面+オンライン

費⽤ 無料（会場までの交通費・宿泊費は自己負担）

「オープンキャンパス」の応募フォーム
（二次元コード）︓



5【参考】「地域活性構想ラボ」のカリキュラム

No 内容 詳細

1
オリエンテーション 事業構想とは／研究会の進め⽅／チームビルディ

ング ／研究員相互の思いの交流

2
地域活性化と事業
構想

地域における新規事業創出のケース／⻘森県で
の取り組み

3
技術動向と事業構
想

テクノロジー（AI、XR等）の変化とアイデア発想
法

4
事業構想とクリエイ
ティブ発想法

ワークショップ形式によるクリエイティブ思考法

5
事業構想概論（1） 事業コンセプトの作り⽅

6
事業構想概論（2） 顧客への提供価値

7
アイデアプレゼンテー
ション

第1回プレゼンテーション

8
事業構想概論（3） 顧客検証の⽅法／仮説営業

9
ビジネスモデル 色々な業界でのビジネスモデルのケース/

バリューチェーン／マネタイズモデル

10
コ・クリエーションの考
え⽅

産官学の様々なセクターを巻き込んだ
事業コンセプトの検討

11
マーケティング戦略 市場開拓の検討／競合との差別化⽅策の検討

12
事業戦略フレーム
ワーク

KFS抽出/事業戦略オプションと絞込み/フィール
ド・リサーチの内容確認

No 内容 詳細

13
中間プレゼンテーション ゲスト講師を交えてプレゼンテーション

14
事業構想案の⾒直し
／経営資源

プレゼンテーションを受けて検証、自社の経営資
源の把握

15
事業構想計画の⽴案 事業構想計画の構成要素/ストーリーテーリング

16
ファイナンスの基本と収
支計画の考え⽅

ファイナンス/収支計画の⽴て⽅

17
地域を巻き込んだ事業
推進体制

事業体制の確⽴と、自社経営資源の活⽤/

産官学を巻き込んだ推進⽅策

18
構想案発表と⾒直し 発表と意⾒交換、検証

19
事業構想計画⽴案 事業構想計画策定の進捗に合わせ

20
中間確認レビュー 研究会内プレゼンと討議

21
事業構想計画⽴案 事業構想計画策定の進捗に合わせ

22
プレゼンテーション・ト
レーニング

プレゼンテーションのリハーサル

23
事業構想計画⽴案 事業構想計画策定の進捗に合わせ

24
事業構想計画発表会 ゲストを招いたプレゼンテーション

＜カリキュラム概要（予定）＞ ・各回、平日4時間 ・2026年5月下旬〜2027年2月下旬 ＠⻘森市内会場

 カリキュラムは、「第1クールから第4クール」に大別しており、各クールにおいては、事業構想を⽴案するためのさまざまな学びや、プレゼン
テーションなどを通じた検証・討議などを⾏います。

 さらに、ゲスト講師による特別セッションも随時開催し、参加者の構想計画⽴案に役⽴つ実践的な学びの機会を提供します。


